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熊本地震で犠牲になられた方々に

　　　衷心よりお悔やみ申し上げますと共に、

　被災された多くの方々にお見舞いを申し上げます。

臨時号

　14日夜の震度７( 前震 ) は、確かに凄まじい EARTHQUAKE ではありました。しかし、その後は終息

に向かうと信じていた私らにとって、二度目の震度７( 本震 ) は、まさにHEART-QUAKE なものでした。

　先を信じられぬ不安と恐怖は、今も多くの人々に多かれ少なかれＰＴＳＤ( 心的外傷後ストレス障害 )

として、残っています。

　町の復旧復興はもちろん、皆さんの一日でも早いストレスフリーを祈念いたします。

　さて、とうや病院グループの各施設も、それぞれがそれなりのダメージを

受けました。損傷個所の修復には、半年以上かかるかもしれません。 しかし、

入院患者様、入所者様に被害者が出なかったのは不幸中の幸いでありました。 

今は全ての施設が、通常活動に戻っています。 特別養護老人ホームシルバー

ピアさくら樹は、福祉避難所として今なお被災者を受け入れています。

　全国からの多くの励ましの言葉を頂戴し、奮いたちました。また多くの援

助物資にも、支えられました。被災して、初めて分かる人様の情です。

　心より感謝申し上げます。

高野山では、

護摩焚き祈願してくれました

医療法人清和会　理事長　東野 裕司

大学のクラブの現役たちが、

白衣に激励の寄書きをしてくれました

爲
震
災
復
興
祈
攸



こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
梅
雨
入
り
、
真
夏
と
心
配
が
絶
え
ま

せ
ん
が
、
一
歩
ず
つ
で
も
平
常
に
戻
れ
る
よ

う
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
震
本
震
の
連
続
で
近
隣
の
医
療
機
関
も

被
災
し
、
地
域
の
医
療
も
一
部
破
綻
し
て
多

大
な
影
響
が
出
ま
し
た
。
当
院
は
病
院
建
物

の
安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
、
入
院
患
者
様

全
員
に
直
結
し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
室
や
老
健

施
設
棟
に
屋
内
緊
急
避
難
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
熊
本
の
地
域
医
療
が
大

変
な
時
に
入
院
受
け
入
れ
も
で
き
な
い
状
況

が
続
き
、
関
係
機
関
に
は
お
役
に
立
て
ず
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

屋
内
緊
急
避
難
は
約
２
〜
３
週
間
続
き
、

入
院
患
者
様
に
は
野
戦
病
院
の
よ
う
な
中
で

食
事
、
入
浴
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
ご
不
自
由

ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
逆
に
、
非
常

事
態
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
と
は
言
え
、
皆

様
が
緊
急
避
難
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
は
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
避
難
中
、

大
き
な
混
乱
や
入
院
患
者
様
の
身
体
生
命
へ

の
影
響
も
な
く
、
無
事
に
復
旧
で
き
た
こ
と

は
何
よ
り
も
幸
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
院
も
少
な
か
ら
ず
職
員
が
被
災

し
車
中
泊
や
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
な
が

ら
の
勤
務
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
野
理
事

長
の
配
慮
で
院
内
に
臨
時
託
児
所
と
睡
眠

専
用
室
が
設
け
ら
れ
、
全
員
が
一
丸
と
な

っ
て
力
を
尽
く
し
て
病
院
機
能
の
復
旧
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
隣
住

人
の
方
々
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係

機
関
の
皆
様
に
も
ご
支
援
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

病
院
は
５
月
下
旬
に
ほ
ぼ
全
面
復
旧
致

し
ま
し
た
。
患
者
様
、
ご
家
族
、
職
員
、

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
な
ど
、
思
い
が

ひ
と
つ
に
な
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。
し
か
し
ま
だ
、自
宅
を
失
い
、

入
所
施
設
が
見
つ
か
ら
ず
、
地
域
に
退
院

で
き
な
い
入
院
患
者
様
も
お
ら
れ
ま
す
。

水
前
寺
と
う
や
病
院
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

与
え
ら
れ
た
使
命
役
割
を
精
一
杯
果
た
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
す
、
ど

こ
か
で
ひ
と
つ
ず
つ
熊
本
の
元
気
に
繋
が

る
よ
う
に
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
、
そ
し
て
多
く
の
ご

支
援
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本の元気に繋がるように熊本の元気に繋がるように
水前寺とうや病院　院長　今村 重洋

一
部
を
除
い
て
入
院
患
者
さ
ま
を
併
設
の
老
健
棟
へ
避
難
誘
導
。

午
後　

入
院
患
者
さ
ま
を
元
の
病
室
へ　

入
院
患
者
さ
ま
を
老
健
棟
へ
避
難
誘
導
。

病
院
断
水
。
老
健
の
井
戸
水
使
用
。
電
気
復
旧
。

建
築
専
門
家
に
よ
る
建
物
の
安
全
確
認
。

保
安
管
理
の
た
め
館
内
出
入
り
規
制
開
始
。

外
来
診
療
一
部
開
始

職
員
用
睡
眠
専
用
室
開
放

外
来
通
常
診
療
開
始

臨
時
託
児
所
（
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
）
設
置

通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
デ
イ
ケ
ア
）
再
開

入
院
受
け
入
れ
一
部
再
開

館
内
出
入
り
規
制
終
了

入
院
受
け
入
れ
通
常

入
院
患
者
さ
ま
一
部
移
動

職
員
用
仮
眠
室
、

臨
時
託
児
所
終
了

全
階
利
用
開
始

（
入
院
患
者
さ
ま
移
動
終
了
）

地震発生からの経過

15 　　14９　　　　２   28    26 　　22 　　21 　　17　　　　16
地
震
発
生　
21
時
26
分　

Ｍ
6.5　

震
度
５
強（
熊
本
市
中
央
区
）

地
震
発
生　
１
時
25
分　

Ｍ
7.3　

震
度
６
強（
熊
本
市
中
央
区
）

４.４.５.

臨時託児所【キッズルーム】

●
老
人
保
健
施
設
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
水
前
寺
の
入
所
者
さ
ま
は
ご
不
安
・
ご

不
自
由
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
居
室
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
特
定
施
設
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
グ
ラ
ン
ド
通
り
で
は
、
本
震
後
に
入
居
者
さ

ま
を
１
階
に
避
難
誘
導
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
移
動
し
て
い
た
だ
き
、　

４
月
18
日
夕
方
か
ら
は
居
室
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

たくさんの笑顔を

もらいました！



４
月
14
日
、
突
然
の
大
地
震
。
前
震
で
は
、
利
用
者
さ
ま

宅
へ
の
大
き
な
被
害
は
殆
ど
な
く
、
安
心
し
て
15
日
は
平
常

業
務
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
16
日
。
ま
さ
か
の
本
震
発
生
。
在
宅
部
門
の
事

業
所
が
あ
る
特
定
施
設
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
グ
ラ
ン
ド
通
り
の
外

壁
が
剥
が
れ
落
ち
ひ
び
割
れ
が
目
に
入
り
、
あ
然
と
し
中
に

入
る
と
、
事
業
所
内
は
、
棚
な
ど
が
倒
れ
足
の
踏
み
場
が
な

い
程
散
乱
し
て
お
り
、
思
わ
ず
涙
が
出
ま
し
た
。

ま
ず
、
出
勤
し
た
ス
タ
ッ
フ
で
利
用
者
さ
ま
の
安
否
確
認

か
ら
始
め
ま
し
た
。
全
員
の
無
事
を
願
い
な
が
ら
電
話
を
か

け
、
家
屋
の
被
害
は
あ
っ
て
も
殆
ど
の
方
が
、
安
全
な
場
所

へ
避
難
さ
れ
て
お
り
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

避
難
先
な
ど
を
回
り
利
用
者
さ
ま
や
家
族
か
ら
今
後
の
安

心
・
安
全
な
生
活
の
場
の
確
保
の
相
談
を
受
け
、
施
設
探
し

に
奔
走
し
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
て
い
る
施
設
も
多
く
調
整

に
難
航
し
、
調
整
は
県
外
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
訪
問
介
護

事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
は
、
自
宅
や
避
難
所
に
お
ら
れ
る
方
の

生
活
に
不
自
由
が
な
い
よ
う
に
支
援
物
資
を
配
布
し
ま
し

た
。
訪
問
看
護
事
業
所
の
看
護
師
は
、
自
宅
以
外
で
も
避
難

所
や
施
設
、
避
難
先
の
親
戚
宅
な
ど
へ
訪
問
し
家
族
も
含
め

心
身
の
安
定
が
図
れ
る
よ
う
な
看
護
に
努
め
ま
し
た
。
避
難

所
で
は
脱
水
、
発
熱
な
ど
で
体
調
不
良
に
な
ら
れ
る
方
も
お

ら
れ
、
救
急
搬
送
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

地
震
発
生
か
ら
１
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
余
震
が

続
い
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ま
は
不
安
な
気
持
ち
で
生
活
さ

れ
て
い
ま
す
。
在
宅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
水
前
寺
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
利
用
者
さ
ま
の
安
心
・
安
全
な
生
活
が
確
保
で
き
る
よ

う
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

利用者さまに寄り添いながら利用者さまに寄り添いながら
在宅ステーション水前寺　部長　宇土 明美

リハビリリハビリ

だよりだより
生活不活発病をご存じですか？

今回紹介する“生活不活発病”は身体的だけではなく精神的にも私たちの身体に影響を与えます。

病気に対する知識と対処法を知っておくことで、少しでも多くの方が予防できればと思います。

生活不活発病

とは？
“生活”が“不活発”になることで全身の機能が低下する病気

災害後に生活が不活発になるのは「動きたい

のに動けない」理由がたくさんあるためです。

・自宅での役割がなくなった

・地域の行事、趣味の集い等

が中止になった

・「年だから、迷惑

になるから動かな

いで」と言われる

・ボランティア等支

援者が何でもやっ

てくれる

・家の中が散乱したり、周囲

の道が危なくて歩けない

・行きたい場所がなくなった

・外出しにくい

これらは互いに促進しあう相互作用があり、悪循環を生み

出していきます。

悪循環に陥らないポイント

・ 毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう。

・周りに遠慮せずに気分転換を兼ねてスポーツや趣味も楽しみ　

ましょう。

・ 「無理は禁物」 「安静第一」 と思い込まないようにしましょう。

・歩きにくくなっても車椅子に頼るのでなく、 杖や伝い歩きなど　

の工夫を！

・出来ないことがあっても 「仕方ない」 と思わずに周りに相談を！

することがない

動けない

動かない

人的環境

物的環境
遠 　 慮

何事も早期発見・早期対応が大事です。ただし、無理に動きすぎて　

かえって疲れてしまい、動くのが嫌になってしまうこともありますの

で、十分気を付けてください。周囲の方も一緒に工夫してみましょう。【生活の不活発化】

【環境の悪化】

〈発行〉医療法人清和会（水前寺）広報部会　
〒862-0950 熊本市中央区水前寺 5-2-22　TEL.096-384-2288　E-mail:seiwakai@tohya.or.jp　

地域交流誌 たいざんぼく 第63号（臨時号）

〈発行日〉平成 28 年 6月 10 日

・ 筋力が落ち、 運動機能が低下し、 動きにくくなる。

・心肺機能が低下して、 すぐに息切れする。

・急に身体を起こしたときに低血圧になり立ちくらみ等を起こす。

・消化機能が落ち、 食欲がなくなり、 便秘になる。

・関節がこわばり、 手足の曲げ伸ばしがしづらくなる。

・床ずれができる。

・ うつ状態になる。

・認知症が悪化する。 　…など

生活不活発病の具体的な症状は以下の通りです。



けんこう

さろん

○
た
い
ざ
ん
ぼ
く
の
花

○
地
震
に
よ
る
健
康
被
害

第 35 回

ん くくたいざんぼくの

思い

○
が
ま
だ
そ
う
熊
本

春
か
ら
初
夏
に
掛
け
て
熊
本
は
新
緑
に
覆
わ

れ
、
生
命
の
息
吹
に
満
ち
溢
れ
、
一
年
の
中
で
最

も
穏
や
か
で
心
安
ま
る
季
節
に
な
る
は
ず
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
平
成
28
年
４
月
14
日
の
前
震
に

続
き
、
16
日
の
本
震
と
世
界
に
類
を
見
な
い
２

回
の
震
度
７
を
経
験
す
る
熊
本
地
震
が
発
生
し
、

事
態
は
一
変
し
ま
し
た
。
平
凡
な
日
常
生
活
は
終

わ
り
、
過
酷
な
現
実
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

震
災
前
は
水
道
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
水

が
出
て
お
り
、
申
し
訳
な
い
こ
と
で
す
が
、
安
全

な
水
道
水
に
有
り
難
い
と
の
感
情
を
忘
れ
て
い
ま

し
た
。
熊
本
市
内
は
１
〜
２
週
間
程
度
の
断
水

で
済
み
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
生
活
に
四
苦
八
苦

し
て
い
る
現
状
で
し
た
。
水
が
こ
ん
な
に
も
有
り

難
い
も
の
か
！
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
に
尽
力
し
て

頂
い
た
方
々
に
よ
り
水
道
コ
ッ
ク
を
開
け
て
水
が

出
た
瞬
間
は
得
も
言
わ
れ
ぬ
感
動
が
あ
り
ま
し

た
。
熊
本
の
水
道
水
は
多
く
を
阿
蘇
の
伏
流
水

に
頼
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
水
を
与
え
て
く
れ
る

の
も
自
然
で
す
が
、
太
古
の
昔
よ
り
過
酷
な
試

練
を
人
類
に
与
え
た
の
も
自
然
で
し
た
。
太
古

の
文
明
も
自
然
災
害
を
克
服
し
よ
う
と
人
類
の

知
恵
と
努
力
が
生
み
出
し
た
も
の
で
す
。

　

地
震
に
て
倒
壊
物
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
怪
我

を
さ
れ
た
人
も
多
数
出
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
は
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
に
よ
る
健
康
被
害
に
関
し
て
は
中
越
地

震
や
東
日
本
大
震
災
被
害
の
検
証
に
基
づ
き
、

特
に
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群（
深
部
静
脈
血

栓
症
：
下
肢
静
脈
に
血
の
塊
が
出
来
る
）に
関

し
て
は
医
療
巡
回
や
情
報
提
供
に
よ
る
予
防
喚

起
が
促
さ
れ
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
集
団
避
難
生
活
で
恐
い
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染

症
の
克
服
も
震
災
後
の
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、

小
規
模
の
発
生
を
認
め
ま
し
た
が
、
過
去
の
経

験
則
が
活
か
さ
れ
て
、
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

で
も
本
当
の
意
味
で
の
震
災
後
健
康
管
理
は

こ
れ
か
ら
先
が
非
常
に
大
切
に
な
り
ま
す
。
日

常
と
異
な
る
生
活
は
、
私
た
ち
に
並
々
な
ら
ぬ

ス
ト
レ
ス
と
し
て
伸
し
掛
か
り
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
は
強
度
を
推
し
量
る
有
効
な
手
段
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
過
多
は
自
律
神
経
の
乱
れ（
交

感
神
経
系
の
過
緊
張
状
態
）を
来
た
し
、
血
圧

が
上
昇
し
、
血
栓（
血
の
塊
）が
出
来
易
く
な

り
、
脳

塞
や
心
筋

塞
、
ひ
い
て
は
免
疫
機

能
低
下
↓
悪
性
腫
瘍
発
生
の
危
険
性
が
増
す
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
震
に
続
く
余
震
は
揺
れ
へ
の
恐
怖
を
呼

び
覚
ま
し
、
心
に
負
っ
た
傷
を
更
に
深
く
し
ま
し

た
。
地
震
後
２
ヶ
月
が
経
過
す
る
の
に
未
だ
に
活

力
が
湧
か
ず
、
前
向
き
に
な
れ
な
い
な
ど
、
心
の

傷
は
長
引
き
、
知
ら
ぬ
間
に
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）で
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
被
災
者
か
ら
は『
何
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
』と

怒
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
一

息
つ
い
て
休
み
、
余
暇
を
楽
し
ん
で
気
分
転
換
を

図
る
勇
気
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

熊
本
に
は『
が
ま
だ
せ
』と
い
う
方
言
が
あ
り
ま

す
。〝
こ
こ
が
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
、
頑
張
れ
〞と
言

っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
？
言
葉
の
由
来
は「
我
慢
出

す
」か
ら
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
が

ま
」の
語
源
に
は
諸
説
有
り
、
不
動
明
王
の
憤
怒

の
表
情『
降
魔
の
相
』が『
が
ま
』に
変
化
し
た
と
い

う
説
も
あ
る
よ
う
で
す
。
不
動
明
王
は
燃
え
上

が
る
火
炎
の
光
背
を
バ
ッ
ク
に
右
手
に
魔
を
退
散

さ
せ
る
降
魔
の
剣
と
左
手
に
邪
悪
を
捕
ら
え
る
た

め
の
投
げ
縄（
羂
索
）を
持
ち
、
両
目
も
大
き
く

見
開
き
、
歯
は
上
下
の
口
か
ら
は
み
出
し
、
恐
ろ

し
い
形
相
で
睨
み
付

け
て
、
如
来
さ
ま
を

守
っ
て
い
ま
す
。
震

災
に
対
し
て
我
慢
す

る
の
で
は
、
堪
え
忍

ぶ
感
じ
が
あ
り
、
心

の
健
康（
今
の
状
況
）

に
良
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
は
一

つ
、
不
動
明
王
張
り
に
震
災
復
興
に
向
け
て
困

難
に
打
ち
勝
つ
強
い
気
持
ち
が
必
要
で
は
な
い

か
？
と
思
い
ま
す
。

水
前
寺
と
う
や
病
院
の
正
面
に
は
本
機
関
誌

に
名
前
を
冠
し
て
い
る『
た
い
ざ
ん
ぼ
く（
泰
山

木
）』が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
夏
の
今
時
分

に
芳
香
を
発
す
る
白
い
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

モ
ク
レ
ン
科
の
巨
樹
で
す
。
咲
い
て
い
る
場
所

が
高
す
ぎ
て
詳
細
な
観
察
が
難
し
い
花
で
す

が
、
白
い
花
は
蓮
の
花
に
似
て
お
り
、
別
名
を

ハ
ク
レ
ン
ボ
ク（
白
蓮
木
）と
言
い
、
穏
や
か
な

佇
ま
い
は
見
る
人
の
心
に
平
穏
を
も
た
ら
し
、

庭
先
で
来
訪
者
を
出
迎
え
る
の
に
相
応
し
く
、

寺
院
等
で
目
に
す
る
機
会
も
多
い
よ
う
で
す
。

名
称
と
言
い
東
洋
風
の
印
象
の
強
い
花
で
す

が
、
実
は
原
産
地
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ
ダ
だ

そ
う
で
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
も
明
治
12
年
ア

メ
リ
カ
か
ら
グ
ラ
ン
ト
将
軍
が
来
日
し
た
と
き

に
、
御
夫
人
が
東
京
上
野
公
園
に
記
念
植
樹
を

さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
そ
う
で
す
。
た
い
ざ
ん

ぼ
く
の
花
言
葉
は
大
樹
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ

る
雄
大
さ
か
ら
前
途
洋
々
だ
そ
う
で
す
。

回
診
し
な
が
ら
ふ
と
窓
の
外
に
目
を
遣
る

と
、
た
い
ざ
ん
ぼ
く
が
大
空
を
向
い
て
大
き
く

花
弁
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
る
で
熊
本
の
未
来

（
震
災
復
興
）が
前
途
洋
々
で
あ
る
よ
う
、
不
動

明
王
と
違
っ
て
お
淑
や
か
で
す
が
、
見
守
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
す
。

松永松永
副院長の副院長の
松永

副院長の

け
ん
じ
ゃ
く

ご
う
ま


	たいざんぼく63_23-4
	たいざんぼく63_41 - 3のコピー

